









































青　森 一29 茨　城 2000 神奈川 2602 島　根 209
岩　手 890 栃　木 932 長　野 1017 徳1島 330
宮　城 575 群　馬 ・674　： 富　山 511 愛　媛 229
秋　田 791 埼　玉 7090 愛　知 1063 佐　賀 143
山　形 722 千　葉 1463 三　重 584 宮　崎 264
福　島 546 東　京 一17084大　阪 1727 鹿児島 280
鳥取 213 沖　縄 505
（出所）　通産省「工業統計表1：より筆者作成。
表2・80年から92年までの従業員数3万人以上増加県 （千人）
青　森　f26 岩　手　138 宮　城　139 秋　田　135 山　形　838　　1
　　1氈@島　149 東北　計22万5千人　　　1
茨　城　161　　置 栃木：34 群　馬　147 埼　玉　189 千　葉　134





























年代 78 83 92 78 83 92 78 83 92
食　　　料 25．525．616．717．813．9 9．2 13．311．3 5．9
繊　　　維 2．1 4．1 1．0 9．1 9．9 4．5 5．8 7．2 2．0
鉄　　　鋼 14．5 9．1 3．2 3．9 2．6 1．5 2．4 1．7 1．5
化　　　学 2．8 3．3 2．0 4．5 4．6 3．5 13．311．0 8．4
一般機械 4．0 5．0 5．8 6．7 6．0 9．5 4．1 4．1 4．1
電　気　機　械 13．1 19．830．118．430．537．017．1 26．834．1








































半導体素子 集積回路 電子計算機・ｯ付属装置 音響機器 電機別計
























































































































































































































































1 北海道 5，260． 6，056 15．1 3．3 17，664 17，267 一2．2 3．2
2 膏　　森 885 1，107 25．1 0．6 2，696 3，321 23．2 0．6
3 岩　　手 732 885 20．9 1）．5 2，507 2，581 3．0 0．5
1　4 宮　　城 2，577 3，139 2L8 ’1．7 8，912 LO．249 L5．0 1．9
5 秋　　田 835 1，019 22．0 0．6 3，217 3．巨19 一3．9 0．6
6 山　　形 8乳9 930 13．6 0．5 2，756 2，889 4．8 0．5
7 福　　島 i，380 L769 29．2 LO 5．1｝87 5，OS2 一〇．1 0つ8 茨　　城 L，366 L492 9．2 0．8 ・し485 4，826 7．6 0．9
9 栃　　木 1，42！ 1，821 28．1 LO 4，898 5，367 9．6 LO
10 群　　馬 1，503 2，004 33．3 1．1 ・1，672 5，788 233 L1??
埼　　玉 4，056 4，821 18．9 2．6 12，986 14，902 14．8 2．7
12 千　　葉 3，730 4，064 9．0 2．2 12，139 13，347 10．0 2．5
13 東　　京 42，957 50，031 L6．5 27．2　　　　、 N4．OOO N9．616 3．9 27．5N 神奈川 8，0司3 9，111 13．3 ．1．9 27，395 28，IS6 2．9 5．2
15 新　　潟 1，9S8 2，3乳9 ！6．6 L3 6，058 6，462 6．7 1．2
16 富　　山 1，151 L320 14．7 0．7 ・1，085 4，329 6．0 0．8
！7 石　　川 L4・11 L760 22．1 LO ・1．4・15 5，073 14．1 0．9
18 福　　・井1 953 ｝，L65 22．2 0．6 3，6S2 3，223 一12．5 0．6
19 山　　梨 730 96：3 3L9 0．5 2，304 2，840 23．3 0．5
20 畏　　野 2，203 2，525 11．6 1．．1 6．56且 7，13〔｝ 8．7 1．3
七21 岐　　阜 2，181 2，464 13．0 ！．3 ｛i，804 6，748 ・0．8 1．2
22 静　　岡 3，843 4．・199 17．1 2．4 1・1，24s 13．5’19 一4．9 2．5
23 愛　　知 9．1｝39 10．32H 19．呂 5．9 31，SO3 33，418 5．且 6．1
24 三　　垂 1，572 2，0け1 27．3 1．1 ・1．53・1 5，題97 14，6． LO
｛25 滋　　賀 9：12 1．し14 22．7 o．6 3，328 3，353 0．8 1｝．6
26 京　　都 3，109 3，5S4 15．3 1．9 lo，】9〔〕 lll．474 2．8 L9
27 大　　阪 21〕，131 23，599 17．2 12．s 57，33S 70，157 4．2 12．9
28 兵　　廊 ・1，594 5．9・14 29，・雪 3．2 1・1．977 16，873 ．　12，7 3．1
29 奈　　良 714 973 36．3 ’　o．5 2，515 2．800・ 1L3 0㌧5
30． 和歌山 S7S 1，061 20．S ｛L6 2，623 3，009 N．7 0．6
’3r七 鳥　　取 522 5〔［2 一3．8 0．3 2，111 1，409 一33．3 03
32 島　　根 622 662 6．4 0．4 2，OlO 2，114 5．2 0．・1
33 岡　　山 L836 2．2U 20．6 1．2 5，476 6，536 互9，4 L2
3・1． 広　　島 4，388 5，794 ・32．0 3．1 亘3．453 14，832 10．3 2．7
35 山　　口 970 ［．205 24．2 O．7 3，811 3，646 一4．3 0．7
3‘5． 徳　　島 554 745 3・L5． lL　4 】，692 2，025 19．7 0．4
37 香　　川 量．176 し400 19．O 【L8 3，623 4，177 15．3 0．8
3S 愛　　媛 L203 1，450 20．5 ’　0，8 3，510 3，869 10．2 0．7
39 高　　知 582 618 6．2 0．3 1，466 1，516 3．4 O．3
40 福　　岡 5，000 5．2・17 4．9 2．8 16，829 16，072 一4．5 3．0
41 佐　　賀 457 525 14．9 0．3 1，339 し529 14．2 0．3
42、 長　　崎 1．06L 吐，1り6 12．7 0．6 3．4S5 3，522 1．1 0．6
43 熊　　本 L292 L515 17．3 0．S 3，976 4，544 14．3 0．8
44 大　　分 767 822 7．2 0．4 2，707 2，537 一6．3 0．5
45 宮　　崎 762 i，072 40．7 0．6 2，703 3，131 15．6 0．6
46 鹿児島 し0・16 1，243 18．8 0．7 3，5L7 3，597 2．3 0．7
47 沖　　縄 795． 906 1・L｛｝ 0．5 2，085 2，349 12．7 0．4
48 不　　明 6，312 2，670 一57．7 L・1 47，2S5 4，978 一89．5 0．9
国　内　計 160，368 184，184 14．9 ，　100，0 560，023543，556 一2．9 100．0
輸　　　出 し829 L551 一15．2 一 3，003 5，384 79．3 一
合　　　計 162，197 185，735 14．5 一 563，026548，940 一2．5 一
増　　設 51，118 ・19，264 一3．6 一




























































































































































































19643／8 1965 1／7 1966 6／18 1967　　　1 3／22 196812／24
196910／28 1970 3／10 1971 0／5 1972 5／19 19738／20
19741／9 1975 2／7 19763／11 1977 1／3 19780／10
19793／9 1980 6／17 1981 4／10　　　1 19823／13 1983　　　　一P4／23
19848／26 19858／26 19867／22 1987 5／25 198810／48




81年 2 82年 2 83年11 84年11 85年 3 86年 5 87年 2













































































































































































































！ ① ② ③ ④ ⑤
?
福　　　島
県　　　北 38．7 33．7 47．7 47695342373 58．4
県　　　中 30．7 29．7 52．9 40544646353 66．1
県　　　南 30．3 26．3 41．5 14906337378 53．6
会　　　津 40．3 31．3 51．8 22978418353 48．8
相　　　双 32．4 27．4 55．2 12022255342 64．9
い　わ　き 21．3 24．8 49．4 17431073343 47．4
一　　　一　　　一　　　周　　　一　　一　　＿　　＿ 鱒　　　一　　　一　　　一　　一 ■　　－　　O　　一　　舳　　● 一　　一　　　一　　　藺　　印 一　　　一　　　一　　　一　　　■　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　　一　　　魑 一　　　一　　　一　　　働　賢
山　　　形
置　　　賜 58．6 43．8 46．9 45962556345 66．3
村　　　山 29．8 23．7 52．4 34301816332 59．8
庄　　　内 30．5 32．7 59．7 14667626286 53．2
最　　　上 21．3 23．4 62．6 2877753244 35．1
o　唱　　卿　　一　　一　　｝　　一　　一　　“　　一 一　　一　　一　　　r　　－　　一 膚　　一　　一　　一　　　一　　一 一　　一　　鱒　　一　　　層 一　　一　　　一　　　一　　　偶　　　一　　　一　　　一 一　　　・　　　一　　一　　　一　　　〇 o　　－　　　一　　　一　　　一
宮　　　城
仙　　　台 20．0 24．5 39．2 36483645398 75．8
大　　　崎 52．6 42．4 54．4 22295538381 88．4
仙　　　南 25．5 22．9 49．2 13967644360 68．0
登　　　米 49．9 45．9 67．2 7165257275 66．9
栗　　　原 22．3 26．2 73．5 3148540240 40．0
石　　　巻 4．7 16．1 71．3 2217442232 42．9
気　　　仙 6．8 14．5 74．1 1062367218 35．7
一　鴨　一　｝　　一　　一　　＿　　＿　　陶
@　岩　　　手
一　　　q　　　　－　　　＿ 一　　　　一　　　　鳴　　　＿ 葡　　　一　　一　　　鞠 一　　　一　　　一　　　　一　　　　噸 ■一一一 一　　　一　　　一　　　一
両　　　磐 61．3 47．2 22306704290 62．0
中　　　部 37．1 33．6 18544458340 71．6
胆　　　江 49．4 39．2 13743276338 61．9
盛　　　岡 20．0 19．4 10777519299 100．7
宮　　　古 10．8 12．8 1277933219 38．9
釜　　　石 10．4 15．9 1222969259 58．3
　　　　　　　一?@ 　 」コ 17．5 21．4 1094609216 57．5
気　　　仙 4．0 七　4．0 591050 192 36．6


















































全国　2444 北海道33 青森　35 岩手　50 宮城47 秋田　37 山形　42
福島　85 茨城79 栃木　54 群馬　57 埼玉72 千葉　55 新潟　85
長野　104 和歌山35 鳥取24 島根　35 高知　24 佐賀　30 長崎46















































































500～ 53．0 1．6 66．1 81．3 3328．7
300～49952．613．9 1．8 0．6 51．017．633．8 2523．81447．0
200～29933．323．1 2．4 1．2 33．623．334．012．7 2406．81295．8
100～19923．321．1 5．6 3．6 23．321．7 18．328．21246．02064．0
50～99 23．120．814．2 9．1 23．820．217．722．61117．41652．0
30～49 15．1115．6 9．6 7．1 15．015．610．525．4 951．32214．3
20～29 16．6 22．016．916．0 16．622．0 6．2 26．2 421．01316．0
10～19 12．815．7 22．9 18．512．915．6 5．4 18．1 296．21177．9





1000～ 500～999300～499100～29930～99 20～29 10～19 4～9




































A B A B
外注している企業数 50．1 90．4 40．5 75．0
下請けに外注している企業数 28．7 75．2 21．6 75．0
外注依存度 17．0 18．4 7．7 18．7
外注している企業の相手先企業数 11 126 4 58
一企業当たり外注金額 8．6 991．5 4．2 578．7
下請け金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4。2　　　642．3　　　1．7　　　495．2
取引先との取引状況
取引状況にある企業 99．6 98．6 66．5 75．0
取引先1～3位の製品の総販売額割合　80％以上 79．8 56．6 94．1 66．7
主要原材料調達方法
取引先から無償支給 45．8 9．6 69．3 ｝
取引先から購入 15．8 28．9 22．3 32．3
取引先の商標をつける 36．1 51．4 60．1 66．7
取引先の規模
300人以上 42．2 97．6 54．0 100
50～299人 36．5 2．2 42．5 一
下請けをしている企業数 80．1 47．0 61．8 50．0
下請け企業の親企業数 4 18 2 2
下請け企業の下請け割合 87．0 85．6 97．1 99．0
Aは～299人の事業所　　Bは300人～の事業所　　金額は100万円
（出所）　中小企業庁「第7回工業実態基本調査報告書」より筆者作成
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原料・部品を全て自社で調達・製造し完成品まで一貫生産して直接に市場に持ち込むことはほ
ぼありえないのだから取引先企業を持っているのは当然だ。その上，電気機械の場合，組立型
産業であって部品調達は不可欠だ。にもかかわらず取引先をもたないとする企業数が多いのは
なぜか。
　それは現実に取引先を持たないことによる，とまずはいえよう。つまり，単なる他県からの
工場の進出でしかなく，その工場で必要とする原材料は他県から持って来て，製造した製品も
部品として他県の組立工場へと回される場合，その工場＝事挙所は当該県内での取引先を持tg
ない。そしてそういった工場は通常は部品工場であるからさほど大規模工場とはなりがたい。
そのため組立型の大規模工場より小規模工場に「取引先をもたない」企業が多くなる，という
ことであろう。つまりは，単なる労働力の利用として工場が進出して来た結果だ。岩手の場合，
299人以下事業所の66．5％が「取引先がある」としているにすぎないのであるから，33．5％が
たんなる労働力利用の進出企業である可能性が高い。
　また300人以上の大企業でも「取引先がある」とするのは75％にすぎない。残り25％の企業
は取引先を持たない。そのような大規模工場とは，関東から原材料を持ち込み一貫工程で製品
を作り関東に持ち帰るIC生産工場でしかない。岩手では先に指摘した2工場がそれに当たる。
こうした岩手の事態と同様なのはシリコンアイランドの南九州しかない点にも注意が必要とな
ろう。
　さらに，299人以下企業の外注している企業でも外注依存度は少ない。それも組立の一部分
や部品製造工程のみを親工場から独立させて岩手に移動させた分工場か，『親企業の岩手への進
出に伴って移動して来た材料一完成品の生産過程の比較的初期部分に近い2次，3次下請けの
工場が多いことにもよる。あるいは，すでに指摘したように賃加工が主力の29人以下層の零細
企業に外注するということが多い岩手の場合，外注金額は極めて少ない水準となって現れるの
でありその点から外注依存度は極端に低く現れる。つまり一企業当たりの外注金額や下請け金
額は全国平均の半分近くの低水準なのである。このことから，岩手の電気機械工業の地域への
経済的波及効果が雇用以外にないことが指摘されよう。この階層の外注依存度が，10．8％の秋
田や13。7％の山形や，19．6％の福島と対比される7．7％の岩手の特徴を理解されたい。この点
でも同様に10％を切るのは南九州のみであった。
　第二に，岩手では299人以下企業では40．5％，300人以上規模の企業では75％が外注に出し，
それも下請けに外注している企業はそれぞれ21．6％と75．0％であった。大企業は外注の場合
それは全て下請けを意味しているが，中小企業の場合は外注に出していても下請けに出すのは
極めて少なくなっているのが特徴だ。それは，県外からの進出企業で単なる分工場としての進
出であるという中小企業が多く，そのため下請け関係をそのまま持ち込む企業は全国と比べて
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比較的少ないということ，そして，自企業からさらに下請けに出す企業が少ないということに
よる。つまり分工場としての進出企業，あるいは下請け編制の中の底辺企業が多いこと，そし
て零細企業間の相互依存関係によってからくも存在している企業が多いことも示している。
　第三に，それではそれ以外の岩手で下請け関係に組み込まれている中小企業では61．8％，大
企業では50％の企業群の関係はどのようなものか。まず指摘できることは，下請け企業の親企
業数がわずか2社と少ないこと，そして下請け割合が極めて高いことに特徴があるとひとまず
言えよう。さらに，これらの企業のうち299人以下層の企業のほとんどは主要原材料を取引先
の親企業から無償で支給されているかもしくは取引先から購入しており，その結果，製品には
取引先の商標をつける，ということになっている。主要原材料を取引先から無償支給，もしく
は購入している企業は取引先を持つ299人以下層企業の91．6％に及んでいるのは，全国平均の
61％，山形の61．8％などと比較して異様な事態と言わねぽなるまい。断りまでに指摘してお
くと，同様に「無償支給」の多い県は福島や北関東の諸県，それに奈良や島根である。とりわ
け，東日本に集中していることに注意されたい。ちなみに福島の場合，取引先からの「無償支
給」は77．9％であり岩手より高いが，購入は8．7％で計86．6％である。岩手はこの点で最も数
値が高い県に入る。このことは，すでに指摘した，29人以下層での賃加収入主体の生産構造に
対応し会うものと言えよう。またさらに，一企業当たりの外注金額と下請け金額はともに全国
平均に遙かにおよぼない低水準の金額となっていることもすでに指摘した。
　以上のことは，岩手の下請けの従属度が極めて高い水準にある，ということの表現である。
岩手の下請けの状態は，わずかの親企業（全国平均4社に対して2社の親企業）に原料の取得
（親企業からの無償支給主軸）．から製品販売（親企業ブランド）まで依存し，小額の下請・外
注金額（全国平均の半分）で生産を請け負う，というものである。その生産は，厳しく単価制
限を受けた付加価値生産性の著しく低い賃加工主体のものにすぎない。事実，統計的に確認で
きうる岩手の電気機械工業の賃加工収入主体の4～29人層の事業所の付加価値生産性と全国平
均の電気機械工業の同規模の事業所の付加価値生産性とを比較すると，岩手の場合，235万円
であるのに対して，全国平均はその2倍の532万円となっているのである。
　こうして，ここで確認でき得ることは，岩手の電気機械工業の存在構造は，第一に，80年代
に怒濤のごとく進出したIC・コンピュータ周辺機器の巨大産業を頂点に据え，　ME産業の興
隆の波に乗って進出した中小情報機器関連部品工場をその下部に据えた上部構造が，岩手の自
生的な零細機械産業の上にその発展段階と生産力水準と応答関係のないままに乗っかっている，
ということである。このため一方では単なる労働力利用の工場進出として現れ，他方では生産
力的応答関係がないために岩手の自生的零細機械工業を賃加工の下請けとしてのみ包摂・吸引
する，ということになった。この場合の大企業による下請けは，岩手在来の企業との圧倒的資
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本格差，生産力的格差のため，この日本の二重機構造的重化学工業のなかでも群を抜いた強烈
な包摂・支配を受け取らざるを得ない。
　第四に，このため，ME化・情報化の生産力的な拠点の一つとして電気機械偏重り工業基地
として成長した岩手であったが，しかし，情報化そのものからは遠く隔たった地位に甘んぜざ
るを得ない。関東からの進出企業という上部構造，それと生産力的に応答しない在来機械工業，
それゆえ女性労働主体・手作業主体の中小零細，という構図には，機械化と情報化の波はなか
なかおとずれようもない。
　こうした事態は，自生的産業の発展段階を無視して乗り掛かり，単一産業に偏重させるモノ
カルチュア的性格であり，ME機器部品モノカルチュア地帯として特徴づけることを可能とさ
せるのである。
　さて，以上で明らかになったことを総括的に確認しておこう。80年代日本は，60年代高度経
済成長の切り開いた地平を超えて新たな経済的躍進を果たした。それは70年代終わりに形成さ
れたME産業の重化学工業への配備・敷設として，それゆえ強力な省力化の達成として行われ
た。この中で，東京の工業中心としての地位の低下と関東の工業中心としての地位の強化，そ
して一方で管理機能と情報の東京への極度の一極集中とが同時進行した。
　しかし，このことが単に在来の太平洋ベルトの地帯で生起したことであれば問題はそれほど
深刻ではなかったかもしれない。つまり問題を問題として指定する学的場において，現状分析
を産業の構造変動とトヨティズムに示される日本的経営論に集中していれぽ良かったのかもし
れない。だが，この構造変動・経済的躍進の時期は，同時にかつてみたこともない怒濤のME
中心の電気機械工業の東北への拡散を伴ったのであった。それは，かつての60年代の東京南部
工業地帯の北関東・東北展開の量的規模と質的内容をはるかに超えたものであった。群馬・栃
木・茨城から出発した波は，南東北の福島に温れかえり，宮城と山形の二つの波に分かれて一
気に岩手と秋田を北上した。この線をなす電気機械の進出振りは重化学工業に偏奇した太平洋
ベルトの問題性とはまた次元を異とした問題を提起したのではないか。すなわち鉄鋼と石油化
学とを配置しその上で機械4部門が配置されるという少なくとも重化学工業偏重だとはいえ重
化学工業の全体配置の「冷戦」重化学モノカルチュア＝太平洋ベルト布陣よりさらに狭小な
ME部品電気機械のみのモノカルチ＝ア地帯の急速形成に至ったのではないか。
　この形成されたME部品電気機械モノカルチュアは，賃加工的単純手作業を主体とするもの
であって，そのため，これまでにもあった衣料の縫製工場と同様に大量の女子労働力を主体と
して労働編制される。それは，モノカルチュア中心の巨大企業のIC・コンピュータ周辺機器
工場には男子中心の編制をとりその周辺から郡部＝農村に展開する中小企業は徐々に女子主体
となり零細に至るほど女子労働比率を増大させる構成をとる。この編制は，製造業で市部より
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も郡部のほうが女子労働比率が高くなるものでもある。そして農業労働力の男女構成と連動し，
家計補充的な女子労働を労働編制の深部に吸引するものでもある。単純化して言えぽ，農家で
は農業労働は高齢者女子労働主体となり，中・若年女子労働者は電業機械を中心にした小・零
細企業に働きに出，男子労働力出稼ぎ，あるいは大企業・中小企業に働きにでるというパター
ンだ。こういった編制は，とりわけ岩手に典型的に現れた。それは岩手が破格の低賃金による
部品の典型的な賃加工単純労働の地帯として設定されているからにほかならない。
　さらに，この電気機械工業は，岩手においては，単なる分工場や部品の一貫性産工場の進出
企業を中心として，その下にこれまた類例を見ない強力な支配を受ける下請け賃加工工場を据
えるものとなっている。この編制は，一重に外在的な電気機械が岩手の工業の自生的発展を無
視して強力に上に乗っかっているからにほかならない。岩手は，理論的には「相対的過剰人口」
にも算入しうる，典型的な低賃金労働力のみの利用の部品生産地帯なのである。
　この結果，80年代に同時進行した「生産のアジア化」；「産業空洞化」の荒波を直接に被る地
帯としても現れざるをえない。80年代の興隆は，ありえたかもしれない自生的発展の夢を最終
　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）的に断念させる過程でもあったのである。
さ　　い　　ご　　に
　筆老は，これまで「経営管理」の現代的特徴，日本的経営論の批判的検討を研究対象として
取り扱って来た。しかし，あくまでも焦点は我々の生きるこの現代の分析にあり続けた。80年
代の激変を通過し，また大きな変動を目の前にしている現在，構造変動を空間を捨象した構造
変動としてのみ取り扱うのではなくもう少し空間を持ったものとして取り扱わなくてはならな
い，そうしなければこの現代がリアリティを持って把握できないと思うにいたった。
　同時に，日本的経営の興隆や技術革新の裏に重化学工業の地域展開があったが，しかし，そ
れが学的世界で十分に把握されてはこなかったとの事情がある。地域分析は筆者の手に余るも
のではあるが，世界的変動とこの日本の構造変動を今生きるこの場所から照らし出す，そのこ
とによって，学問的挑戦と世界への挑戦とを果たして行くべきであろう，と思うのである。
　それは，この私を日本社会の一員として組み込むハビトスへの批判として日本的経営分析へ
と向かう姿勢と同じく，今生きる岩手の地を「故郷」と「田舎」の二つの概念に集約される常
識的観念で裁断することを拒否する姿勢でもある点を理解されたい。
　最後に，本稿はあくまでも電気機械工業の東北への強行的とでもいいうる拡散の姿を見いだ
すことに主眼が置かれ，筆者の守備範囲である労働編制分析の前提的作業として位置付けられ
る。その点，予想されたことの事実確認の向きもあろうがご容赦願いたい。
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注（1）この点に関しては，特に南克巳「冷戦体制解体とME二情報革命」r土地制度史学』147号，1995年，
　　久保新一『戦後世界経済の転換』1993年11月，白桃書房を参照。
　（2）長尾克子『日本機械工業史』1995年2月，社会評論社，参照。
　（3）図の2，3を参照。
　（4）大西勝明『日本半導体産業論』1994年7月，森山書店。
　（5）山崎充『地域経済活性化の道』1994年8月，有斐閣。
